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DryAged Beef ドライエイジドビーフで超有名店に！ 

～Metzgerei David メッツゲライ・ダーヴィッドの経営 

 

 

 

自分で考案した岩塩壁の熟成庫で作るドライエイジドビーフが好評のWormus市の肉屋さんMetzgerei Davidメッツ

ゲライ・ダーヴィッド（ダーヴィッド肉店）は、食肉見本市でも、彼のやり方の熟成方法が企業と組んで宣伝されてい

るので、今やドイツ全国のレストランから注文を受ける人気店となっている。 

ガラス張りの熟成庫には我々の３年前の訪問時よりも熟成牛が大量に入っている。 

今トレンドの男の料理本として、ベルリンの肉屋さんなどとの共著でWurst,Grillen,Steaksの３冊の本も出版！ 

レシピも詳しく、amazonでも購入可。 

 

 

 

 

 

写真左よりT- bone ４４€/kg 

Porterhouse４９．５€/kg 

Tomahauk ４８/ €/ kg 

Rib Eye４４．５€/kg 

Dry aged Burger ３．５€/kg 

次頁 Entrecôte ５３．８０€/kg 

 

熟成牛は店内右壁にあり、正面の冷蔵シューケースのほぼ３分の２が生肉 

ケース内は霜降りの上等のイベリコ豚やカルパッチョ用牛肉などで、加工品は３

分の１ 



Roastbeef用牛もも肉３５．５€/kg 

Entrecôte３７．６€/kg 

FiletWeideochsenｵｯｸｽﾃｰﾙ５２．０€/kg 

Carpaccio ５７．５€/kg 

牛ひき肉１３．００€/kg 

牛タルタル１８．００€/kg 

LomoIberico５２．３０€/kg 

Bratwurst１４．００€/kg 

PfefferSalami２３．００€/kg 

RinderSalami３６．６０€/kg 

FenchelSalami３３．５０€/kg 

Chorizo３３．５０€/kg 

Salcicca １７．００€/kg 

白と黒を基調としたモダンな店（１９２４年創業）でプライスカードもショーケース手前に書き出している。 

買い物の精算は客自身で受け取ったバーコードを入り口に設置された機械に読み取らせてお金を入れる仕組み。

（カード決済は無い） 

工場も左側に増築中で、ますます売り上げが伸びていきそう。 

http://www.metzgerei- david.de/md/dry- aged- beef.php 

世界最大のビール祭り＝テロを警戒・・・フェンスで取り囲む計画 

９月１７日(土)から１０月３日まで開催される世界最大のビール祭りミュンヘンのオクトーバーフェストは毎年６５０万

人以上が来場する有名な祭り！！今年は１７日間の開催！ 

ミュンヘン中央駅近くの４２ヘクタール（東京ドーム９個分）の

敷地には広大な広場TeresienWieseテレジエンヴィーゼに、９

つの大きなビール会社のテントやワインのテント、ジェットコー

スターなど様々な遊具が子供たちも満足させ、午前１０時から

夜中まで１６日間で６００万ℓ以上のビールが飲み干される。  

入場無料、でどこからでも自由に出入りでき、ビールテントも

入るのは無料。  

夕方６時までは比較的ゆったりで子供も遊べるが、夜は音楽

も盛大で、空いている席を探すのに一苦労する！！今年はそ

のお祭り会場をフェンスで囲み、入り口で持ち物チェックまでする計画が始まった。 

昨年のパリの新聞社襲撃をはじめ、今年のカフェやサッカー場でのテロ、６月以降のラマダン次期にバングラデシ

ュ、IS テロ、ホームグロウンテロを警戒し、人々が集まる場所の安全確保のため、５月以降、市議会で様々な計画

が具体化、フェンスで囲むかどうか、決議をとる。 

他の祭り開催地でも不安感は同じで、２０１６年９月で６００年記念の大きなお祭りとなるライン川沿い：ﾊ-゙ ﾄﾞﾃﾞｭﾙｸﾊ

ｲﾑの新ワイン祭りWurstmarktｳﾞﾙｽﾄﾏﾙｸﾄも大きな会場周辺をフェンスで囲む話が６月以降、具体化している。 

http://www.metzgerei-david.de/md/dry-aged-beef.php


つい最近の事件：７月１４日夜起きたフランス：ニースの花火大会でのトラック暴走テロ、ミュンヘンでも銃乱射など

が続発！！で、会場フェンス計画は採決されるとみられる。 

心配なのは、火災やテロなど緊急避難の際の安全確保。  

２０１０年７月：ドイツDuisburgのLoveParadeコンサート会場で起きた圧死事故：帰る

６万人と入場する９万人が狭いトンネルの三叉路で交差、行き場が無くなり２１名死

亡、５００名以上が負傷。会場をコントロールできなかった事故の二の舞にならない

よう、協議され、ロール式のネット状フェンスが検討されている。  

このロールフェンスは、２名で簡単に開閉することが出来、閉塞感もなく、スタジアム

などのゾーン作りにも活用されている素材。 

緊急時にはすぐ撤去されることがポイント。 計画では１１か所に入り口が設けられ、荷物検査も実施する。  

普段は喧嘩や飲酒運転を取り締まったり、道案内をする警官も、緊迫感を持って、

通常より大量に動員される模様。  

１９８０年には当会場で極右主義のドイツ人２１歳の単独犯行によるパイプ爆弾事

件で１３人死亡２００人以上負傷の事件も記憶にあり、「テロにビクビクしていては、

ビールも美味しくない」と、今年のオクトーバーフェストは様変わりの予想である。 

ベッドマットレスを放出命令 

イギリス離脱の国民投票の理由にもなった難民受け入れ問題は、指揮したドイツも国民は複雑な思い。 

受け入れを指示したアンゲラ・メルケル首相が率先して難民の受け入れ態勢を強化させているが、Brexit とミュンヘ

ンのテロ殺人、そして政党 CDUの人気陰りと、選挙も控えて今後の行方は？？？？ 

2015年、受け入れを表明し、経済状況も良いドイツを目指す難民であふれかえり、昨年夏から公共プールなどの体

育館に簡易テントを張り宿泊施設を整えてきたドイツ。 

2015年のオクトーバーフェストの８基の巨大テントもすぐには撤去せず、寒気が迫る前まではそこを宿泊施設とした  

その後、空きマンションや空き家を提供しろとの指示が出て、市民は驚き、使っていないマンションなども電気をつ

けっぱなしにして住んでいるように見せかけ、なんとか貸し出しを免れた知人もいる。 

難民でも、貸し手があれば、空き家、空き部屋は借りる事が出来るが、家賃が高く入居は難しい。 

総体的に EUの中で一人勝ちの様子のドイツは、仕事を求めるEU 各国からの移住が増え、土地の価格や部屋の

家賃が高騰している。  

ミュンヘン郊外（電車で１時間）でも、小さな１戸建てで１億円ぐらいから。 

ミュンヘン市内のマンションはもともとドイツでも高い場所ではあるが、さらに２～３割値上がりしている。 

収入は平均賃金で２０００ユーロ（２４万円）と、それほど高賃金ではないので、サラリーマ

ンが今、一戸建てを買うことはとても難しいとのこと。 

その影響で賃貸も追従して値上がり傾向なので、空き家でも値下げはしない。 

さらにドイツ国民に無理を強いる政府の行動・・・・・ 

今年１月には政府の指示で、ホテル経営者に対して、「すべての部屋のベッドを新しいも

のに取り換えて、使用中のベッドマットレスをすべて提供するように」との通達が出た。 

ワインの産地で有名なバ- ドデュルクハイムで、こぢんまりとはしているものの、居心地の

良い４つ星ホテルWeinGartenを経営するPeter夫妻の弁では、憤懣やるかたないものの、

渋々古いマットレスは無償提供したとのこと。・・・ そのたくさんのマットレスは難民のベッドとなっているのは確か。 

２年ぶりに顔を合わせた途端、「ちょっと聞いてくれる？？」とマットレス放出命令の顛末を語るペーター夫妻。 

日本にはなかなか伝わってこない、市民レベルの難民問題への不満が、EU２８ｹ国（もうすぐ、１ｶ国離脱して 27 ｶ

国に）にあるのだと思う。 



市民レベルのビアガーデン～食べ物持ち込み OK 

ミュンヘンのｵｸﾄｰﾊﾞｰﾌｪｽﾄ Oktoberfest、それに続くｼｭﾄｭｯﾄｶﾞﾙﾄのカンシュタッター

CannstatterVolksfest（来場者数３００万人）は兄弟ビール祭りと呼ばれ、ほぼ同

時期のドイツ２大ビールの祭典・・・１リットル入りジョッキのビールが１２€近

く、チキンの丸焼きハーフで９€と市場価格のほぼ２倍・・・大きなテントの中で、

楽団の音楽や歌、隣あった客と腕組みをして雰囲気を楽しむことや、遊戯場で最新

の絶叫マシーンを楽しむのも、年に１度ならではのこと 

普段の生活でも、ビアガーデンは市民の憩いの場所～ 日が落ちるのが１０時頃

と長い夏の夕方は、カスタニアの樹の木陰（必ずカスタニアの樹の下でなくては

ならない）に並ぶベンチで、美味しいビールとドイツ料理を楽しむのが夏の過ご

し方～地ビールが多いバイエルン地方は特に、醸造所直営や修道院、公園などあ

ちこちで楽しめる～基本は飲み物を注文したら、食べ物は持ち込んでも OK！！  

子供連れの家族など、お弁当を持参して、ピクニック状態になっているグループ

も、よく見かける （持ち込み OK は屋外のみ） 

まずは、席を確保したあと、飲み物や料理を取りに行って、ゲートでおばさんにお

金を払って席まで自分で運ぶ形式 食器のかたづけはやってくれる 

料金所を出たところにナイフ・フォーク類が置いてある 

ビールは５００ｍｌ１杯およそ５€、ローストポークは重量計算～約１０

€程度＝ザワークラウトかジャーマンポテト、赤キャベツ煮込など付

け合せを選んでお皿に載せてもらう  

ローストポーク、ソーセージサラダ、グリルチキンハーフ、コールスロ

ー、ブレッツエル料理６点全部で２３€支払った チップ無しが良い！ 

ひとり飲み物+料理共で１２～１５€で楽しめる  周囲を見ると、料理

無しでもビールをゆっくり飲んで会話を楽しんでいる・・・もちろんビールはよく冷えて、コク

があり、ドイツらしいくっきりとした味と香りを楽しめる 

バイエルン州：ビール純粋令５００年を祝う 

バイエルン公ヴィルヘルム４世が１５１６年４月２３日に制定した世界最古のそして今も有効

な食品に関する法律：ビール純粋令（BayerischesReinheitsgebot）は、ビール

は大麦（麦芽）、ホップ、水、酵母（１５５６年に追加）のみを原料とすると発令

された  

３つの目的があり、それまでバイエルンでは果物や香草、スパイスなどを加えたもの、時には毒草入

りなど本来のビールから程遠いものが横行し、北ドイツから高いビールを輸入していたことから、安全

で純粋なビールで国民を守る事、安価なビールを作らせ、自国の税収を上げる事、また小麦のビー

ルへの使用禁止で、不足する食糧を確保するための３つ。厳しく発令し、違反したら樽ごと没収した 

この純粋令は、今も効力のある、５００年守られているビール醸造の掟となっている 

バイエルン州都ミュンヘンでは７月２２～２４日の３日間、市内３か所で大きく５００年記念のビール祭りを開催～ドイ

ツビールのすっきりとした飲み口が続くのは純粋法のおかげ！！Ｐｒｏｓｔ ﾌﾟﾛｰｽﾄ＝乾杯！！写真は地下鉄のポスター 

ちなみに、フルーティーな小麦のビール（ヴァイツエンビア）は、宮廷醸造所や一部修道院に小麦の使用が認めら

れたので、貴族や富裕層が製造を独占し莫大な利益を上げたことから、貴族のビールと呼ばれている 


